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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

福
岡
女
子
大
学
国
際
文
理
学
部
紀
要

「
文
藝
と
思
想
」
第
八
一
号
　
二
〇
一
七
年
二
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～
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九
頁

国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

―
近
世
文
学
作
品
教
材
化
の
動
向
―

大
久
保
　
順
　
子

国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
作
品
の
教
材
例
の
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
通
し
て
、
国
語
科
教
授
要
目
の
改
変
や

近
代
以
降
の
作
品
評
価
の
推
移
等
と
関
連
す
る
「
教
科
書
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を
介
し
た
近
世
文
学
作
品
受
容
の

様
相
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た（
１
）。
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
井
原
西
鶴
の
作
品
本
文
の
刊
行
、
そ
の
文
学
的
研
究
の
展
開
は
、

当
時
の
教
材
の
本
文
収
録
及
び
解
説
や
文
学
史
的
記
述
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

同
時
期
の
中
等
国
語
教
科
書
に
お
い
て
、
西
鶴
以
外
の
他
の
近
世
文
学
作
品
教
材
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
以
下
、
本
論
で
は
、
近
代
の
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
月
の
前
」
の
教
材
本
文
と
そ
の
解
説
書
の
記
述
の
例
を
も
と
に
、
近
世
の

作
品
が
ど
の
よ
う
な
教
材
観
・
指
導
観
に
よ
る
教
材
と
し
て
認
定
さ
れ
、
普
及
し
て
い
た
の
か
を
検
証
し
、
考
察
し
た
い
。

一
、『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」
教
材
化
と
教
科
書
本
文

上
田
秋
成
『
藤
簍
冊
子
』（
文
化
二
・
三
年
刊
）
巻
四
「
月
の
前
」
は
、『
吾
妻
鏡
』
巻
六
に
知
ら
れ
る
文
治
二
年
八
月
十
五
日
夜
の
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鎌
倉
大
将
殿
（
源
頼
朝
）
と
円
位
（
西
行
法
師
）
の
対
面
を
描
い
た
有
名
な
一
話
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
あ
る
明
治
～
昭
和
戦
前
期
の

国
語
教
科
書
教
材
内
容
索
引（
２
）を
参
照
（
一
部
補
足
）
し
、
以
下
に
本
話
所
収
の
国
語
教
科
書
の
一
覧
を
示
す
（
な
お
、「
○
」
＝
旧
制
中

等
学
校
用
、「
◇
」
＝
高
等
女
学
校
用
と
し
、
編
者
・『
書
名
』・
巻
「
題
」
を
刊
行
年
月
順
に
掲
げ
る
。
傍
線
部
分
は
本
論
で
取
り
上
げ

る
も
の
と
し
て
、
便
宜
上
、
引
用
者
が
線
を
付
し
た
）。

（
１
）
明
治
期

○
井
上
頼
圀
他
『
中
等
國
文
』
巻
九
「
二
一
　
西
行
法
師
」（
吉
川
半
七
、
明
28
・
３
）

○
吉
川
編
輯
所
『
新
體
國
文
讀
本
』
巻
九
「
二
六
　
西
行
」（
吉
川
半
七
、
明
33
・
12
）

◇
西
沢
之
助
『
高
等
女
學
校
用
國
語
讀
本
』
巻
六
「
七
　
源
賴
朝
と
西
行
」（
國
光
社
、
明
34
・
７
）

○
坂
本
四
方
太
・
久
保
得
二
『
中
學
國
語
讀
本
』
巻
九
「
五
　
月
の
前
」（
六
盟
館
、
明
34
・
10
）

○
國
光
社
編
輯
所
『
中
等
國
語
讀
本
』
巻
十
「
二
　
源
賴
朝
と
西
行
」（
國
光
社
、
明
36
・
３
）

（
２
）
大
正
期

◇
佐
藤
球
・
鹽
井
正
男
『
高
等
女
學
讀
本
』
巻
十
「
二
二
　
西
行
法
師
（
１
）」「
二
三
　
西
行
法
師
（
２
）」（
明
治
書
院
、
大
１
・

10
）

◇
佐
藤
球
・
鹽
井
正
男
『
改
訂
高
等
女
學
讀
本
』
巻
十
「
一
九
　
西
行
法
師
　
そ
の
一
」「
二
〇
　
西
行
法
師
　
そ
の
二
」（
明
治
書

院
、
大
１
・
⓬
訂
正
発
行
、
大
５
・
１
改
訂
再
版
）

○
藤
井
乙
男
『
改
訂
中
等
國
文
讀
本
』
巻
十
「
三
　
月
の
前
（
１
）」「
四
　
月
の
前
（
２
）」（
金
港
堂
、
大
４
初
版
、
大
７
・
11
三

版
）

○
落
合
直
文
編
『
新
定
中
學
國
語
讀
本
』
巻
九
「
十
九
　
西
行
法
師
」（
明
治
書
院
、
大
５
初
版
、
大
10
・
９
新
訂
）

◇
佐
藤
球
・
鹽
井
正
男
『
修
訂
高
等
女
學
讀
本
』
巻
十
「
一
五
　
銀
の
猫
」（
明
治
書
院
、
大
７
・
12
）

◇
幸
田
成
行
『
訂
正
大
正
女
子
讀
本
』
巻
九
「
四
　
西
行
法
師
」（
啓
成
社
、
大
４
初
版
、
大
12
・
１
訂
正
十
二
版
）

○
吉
沢
義
則
『
改
訂
中
學
國
語
教
科
書
』
巻
八
「
二
一
　
銀
の
猫
」（
修
文
館
、
大
12
・
10
）
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

◇
芳
賀
矢
一
『
女
子
新
國
文
』
巻
八
「
一
三
　
銀
の
猫
」（
冨
山
房
、
大
12
・
11
）

○
高
野
辰
之
『
女
子
國
文
讀
本
』
巻
十
「
七
　
月
の
前
」（
光
風
館
、
大
12
・
12
訂
正
再
版
）

◇
久
松
潜
一
『
女
子
新
讀
本
』
巻
十
「
七
　
西
行
法
師
」（
至
文
堂
、
大
10
初
版
、
大
14
・
９
）

◇
冨
山
房
編
輯
部
『
國
文
　
女
學
校
用
』
巻
十
一
「
九
　
銀
の
猫
（
１
）」「
十
　
銀
の
猫
（
２
）」（
冨
山
房
、
大
14
・
10
）

◇
松
井
簡
治
『
女
子
新
讀
本
』
巻
九
「
八
　
月
の
前
」（
三
省
堂
、
大
14
・
10
）

◇
吉
沢
義
則
『
女
子
國
文
新
撰
』
巻
十
「
八
　
月
の
前
」（
京
都
星
野
書
店
蔵
版
、
大
14
・
12
）

○
新
村
出
『
國
語
新
讀
本
』
巻
七
「
二
二
　
銀
の
猫
」（
開
成
館
、
大
15
・
９
）

（
３
）
昭
和
戦
前
期

○
松
井
簡
治
『
新
撰
國
文
讀
本
』
巻
九
「
一
八
　
月
の
前
」（
三
省
堂
、
昭
２
・
８
）

◇
明
治
書
院
編
輯
部
『
女
子
國
文
選
』
巻
十
「
二
十
　
銀
の
猫
」（
明
治
書
院
、
昭
２
・
10
）

○
藤
村
作
・
島
津
久
基
『
新
選
中
等
國
文
』
巻
九
「
一
九
　
銀
の
猫
」（
至
文
堂
、
昭
３
・
８
）

○
冨
山
房
編
輯
部
『
國
文
　
中
學
校
用
』
巻
十
一
「
九
　
銀
の
猫
（
１
）」「
十
　
銀
の
猫
（
２
）
…
」（
冨
山
房
、
昭
３
・
９
）

◇
冨
山
房
編
輯
部
『
國
文
　
女
學
校
用
』
巻
八
「
一
二
　
銀
の
猫
」（
昭
７
・
８
）

○
吉
田
彌
平
『
新
國
文
讀
本
』
巻
九
「
二
十
　
月
の
前
」（
光
風
館
、
昭
７
・
８
）

○
金
子
元
臣
『
新
編
中
等
國
語
讀
本
』
巻
八
「
十
九
　
月
の
前
」（
明
治
書
院
、
昭
７
・
９
）

○
笹
川
種
郎
『
中
學
新
國
文
』
巻
八
「
二
　
白
銀
の
猫
」（
帝
国
書
院
、
昭
７
・
11
）

○
藤
村
作
『
帝
國
新
國
文
』
巻
八
「
二
二
　
銀
の
猫
」（
帝
国
書
院
、
昭
８
・
１
）

◇
五
十
嵐
力
『
純
正
女
子
國
語
讀
本
』
巻
八
「
二
一
　
銀
の
猫
」（
早
稲
田
大
學
出
版
部
、
昭
８
・
５
）

◇
金
子
彦
二
郎
『
現
代
女
子
國
文
』
巻
十
「
七
　
月
の
前
」（
光
風
館
、
昭
８
・
８
）

○
藤
村
作
・
島
津
久
基
『
中
等
新
國
文
』
巻
九
「
二
三
　
西
行
法
師
」（
至
文
堂
、
昭
６
初
版
、
昭
９
・
７
訂
正
再
版
）

○
岩
波
編
輯
部
『
國
語
』
巻
十
「
九
　
月
の
前
」（
岩
波
書
店
、
昭
９
・
８
）
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○
高
木
武
『
大
日
本
讀
本
　
新
制
第
二
版
』
巻
八
「
六
　
月
の
前
」（
冨
山
房
、
昭
６
初
版
、
昭
10
・
６
二
版
）

◇
久
松
潜
一
『
女
子
新
國
文
』
巻
八
「
一
三
　
銀
の
猫
」（
至
文
堂
、
昭
10
・
７
）

◇
垣
内
松
三
『
女
子
國
文
新
編
』
巻
七
「
一
二
　
銀
の
猫
」（
文
学
社
、
大
⓭
初
版
、
昭
⓾
・
９
三
版
）

○
冨
山
房
編
輯
部
『
新
修
國
文
』
巻
八
「
九
　
銀
の
猫
」（
冨
山
房
、
昭
11
・
７
）

○
東
京
開
成
館
編
輯
所
『
新
制
國
語
讀
本
』
巻
七
「
十
一
　
月
の
前
」（
開
成
館
、
昭
12
・
６
）

◇
冨
山
房
編
輯
部
『
新
修
國
文
　
女
學
校
用
』
巻
八
「
六
　
銀
の
猫
」（
冨
山
房
、
昭
12
・
６
）

◇
久
松
潜
一
『
新
女
子
國
文
』
巻
八
「
一
三
　
銀
の
猫
」（
至
文
堂
、
昭
12
・
６
）

○
能
勢
朝
次
『
醇
正
國
語
』
巻
八
「
一
三
　
月
の
前
」（
文
學
社
、
昭
12
・
７
）

○
東
京
高
等
師
範
附
属
中
學
校
内
國
語
漢
文
研
究
會
編
『
中
學
國
文
』
巻
十
「
一
二
　
月
の
猫
」（
目
黒
書
店
、
昭
12
・
８
）

○
吉
田
彌
平
・
石
井
庄
司
補
訂
『
中
學
國
文
教
科
書
』
巻
九
「
一
八
　
月
の
前
」（
光
風
館
書
店
、
昭
⓭
・
２
訂
正
再
版
）

◇
岩
波
編
輯
部
『
國
語
　
女
子
用
』
巻
十
「
八
　
月
の
前
」（
岩
波
書
店
、
昭
13
・
12
訂
正
再
版
）

◇
新
村
出
『
皇
國
女
子
國
語
讀
本
』
巻
六
「
一
六
　
銀
の
猫
」（
永
澤
金
港
堂
、
昭
14
・
10
）

○
鈴
木
敏
也
『
新
中
學
國
文
』
巻
八
「
一
九
　
銀
の
猫
」（
目
黒
書
店
、
昭
14
・
11
）

○
五
十
嵐
力
『
純
正
國
語
讀
本
』
巻
八
「
一
八
　
銀
の
猫
」（
早
稲
田
圖
書
出
版
社
、
昭
12
初
版
、
昭
16
・
８
訂
正
三
版
）

○
文
部
省
『
中
等
國
文
』
巻
５
「
七
　
月
の
前
」（
国
定
教
科
書
　
昭
18
・
12
）

『
藤
簍
冊
子
』
巻
四
「
月
の
前
」
の
教
材
化
の
場
合
、
教
科
書
に
よ
っ
て
は
タ
イ
ト
ル
を
「
銀
の
猫
」「
源
頼
朝
と
西
行
」「
西
行
法

師
」
等
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
む
し
ろ
「
銀
の
猫
」
の
題
を
用
い
る
例
が
比
較
的
多
い
。
明
治
期
の
小
説
作
品
評
価
を
受
け
て
大
正

期
前
後
頃
か
ら
西
鶴
作
品
の
国
語
教
材
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
く
動
向
に
対
し
、
上
田
秋
成
の
文
学
作
品
が
近
代
以
降
本
格
的
に
評
価

さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
六
月
京
都
西
福
寺
の
秋
成
九
十
五
年
忌
以
降
と
み
ら
れ
て
い
る（
３
）。
こ
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」
は
明

治
三
十
年
前
後
か
ら
複
数
の
教
科
書
教
材
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
（「
現
代
文
」
に
対
す

る
）「
古
典
」
と
意
識
さ
れ
た
作
品
を
各
社
教
科
書
が
教
材
と
し
て
挙
っ
て
採
用
す
る
「
定
番
化
」
が
本
作
品
の
場
合
に
も
起
こ
っ
て
い
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

る
状
況
が
窺
え
、
つ
い
に
は
昭
和
十
八
年
の
国
定
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
前
掲
の
教
科
書
の
う
ち
、
ま
ず
藤
村
作
・
島
津
久
基
『
新
選
中
等
國
文
』
巻
九
（
至
文
堂
、
昭
３
・
８
。
架
蔵
）
所
収
の
「
一

九
　
銀
の
猫
」
の
前
半
部
を
掲
げ
、
本
文
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
以
下
、
引
用
本
文
の
句
読
点
と
用
字
は
本
文
に
拠
る
。
傍

線
と
記
号
は
引
用
者
が
付
し
た
）。

　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
銀
の
猫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
秋
成

	

文
治
そ１

れ
の
年
八
月
十
五
日
、
鎌
倉
の
大
将
殿
、
鶴
が
岡
の
宮
居
に
詣
で
さ
せ
給
ふ
。
例
の
事
に
て
、
御
供
つ
か
う
ま
つ
る

人
々
、
御
前
お
ひ
御
あ
と
べ
つ
か
う
ま
つ
れ
る
、
渚
に
遊
ぶ
蘆
鶴
の
あ
ゆ
み
し
て
、
疾
か
ら
ず
、
遅
か
ら
ず
、
つ
ら
を
亂
さ
ず
ね

り
出
さ
せ
給
へ
る
を
、
大
路
に
膝
折
伏
せ
、
か
し
こ
み
た２

て
ま
つ
れ
る
人
數
多
あ
る
に
、
お３

前
拂
ひ
し
て
あ
な
と
だ
に
い
は
せ
ず
、

世
に
い
か
め
し
く
貴
き
御
有
樣
な
り
。
か
へ
り
ま
を
し
し
て
御
手
輿
に
召
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
，
御
階
の
忌
垣
の
も
と
に
畏
り
を
る
法

師
の
あ
な
る
が
、
見
上
げ
奉
る
つ
ら
つ
き
、
な
ほ
人
な
ら
ず
と
思
し
け
ん
、
御
輿
ぞ
ひ
の
若
侍
し
て
問
は
せ
給
ふ
。
ゆ
く
り
な
き

に
驚４

き
た
る
樣
し
て
、「
雲
水
に
あ
り
か
定
め
ず
侍
る
も
の
に
て
、
名
は
圓
位
と
申①

す
。」
と
い
ふ
。
聞
召
さ
れ
て
、「
さ
れ
ば
こ
そ

聞
知
り
た
れ
、
穴
熊
の
た
け
き
獲
物
の
類
な
ら
で
、
賢
き
人
得
た
る
た
め
し
に
、
誘
ひ
歸
ら
ん
。
わ５

が
あ
と
に
連
れ
て
来
れ
。」
と

召
連
れ
さ
せ
給
へ
り
。

	

御
館
に
入
ら
せ
ら
れ
、
御
装
束
改
め
さ
せ
給
へ
ば
、
や
が
て
お
ほ
と
な
ぶ
ら
あ
ま
た
照
し
か
が
や
か
せ
給
ひ
て
、
お
ま
し
近
き

處
の
一
間
な
る
簀
子
に
召
さ
れ
た
り
。
大
将
殿
見
お
こ
せ
給
ひ
て
、「
昔６

藐
姑
射
の
山
の
宮
仕
せ
し
人
の
、
世
を
は
か
な
き
も
の
に

思７

ひ
な
し
て
、
身
は
黒
う
や８

つ
れ
た
れ
ど
、
月
花
の
な
げ
き
の
譽
は
、
物
の
心
な
き
東
人
さ
へ
聞
き
知
り
た
る
ぞ
。
弓
取
る
人
の

も
と
の
心
の
猛
き
に
は
、
よ
む
歌
も
直
く
あ
か
ら
さ
ま
と
聞
く
は
ま
こ
と
か
。
武９

士
の
あ
ら
〳
〵
し
き
心
に
は
詠
み
う
つ
し
得
ま

じ
き
も
の
に
、
宮
人
達
は
沙
汰
し
給
へ
り
と
や
。
軍
に
出
立
ち
て
笛
・
鼓
の
昔
、
馬
の
い
な
ゝ
き
、
物
と
も
思
は
ぬ
を
、
こ
の
三

十
文
字
あ
ま
り
の
ま
な
び
に
は
心
の
後
る
ゝ
は
い
か
に
。」「
こ
は
か
し
こ
き
御
心
に
も
思
し
惑
は
せ
給
ふ
も
の
か
、
そ
の
歌
を
よ

み
奉
れ
ば
、
猛10

く
す
く
よ
か
に
調
も
い
と
高
し
と
こ
そ
打
ち
聞
き
侍
れ
。
い
で
や
歌
詠
ま
ん
と
て
は
、
益
荒
雄
心
を
と
り
隱
し
、

あ
て
に
な
よ
び
か
に
詠
み
う
つ
す
べ
く
す
る
こ
そ
、
こ
の
道
の
い
み
じ
き
煩
な
れ
。
君
が
御11

心
の
と
く
た
け
き
ま
ゝ
に
う
ち
い
で

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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給
は
ん
に
は
、
今
の
人
た
れ
か
は
立
並
び
奉
ら
ん
。
三
尺
の
劍
を
執
り
て
『
大
風
起
り
、
雲
飛
揚
す
。』
と
う
た
ひ
、
槊
を
よ
こ
た

へ
て
『
烏
鵠
南
に
』
と
詠
ぜ
し
君
た
ち
は
、
鞍
の
上
に
て
文
に
遊
ば
せ
給
ふ
な
ら
ず
や
。」
と
い
ふ
。

こ
の
「
銀
の
猫
」
本
文
を
、
文
化
三
・
四
年
刊
本
を
底
本
と
す
る
『
上
田
秋
成
全
集
』
第
十
巻
（
中
央
公
論
社
、
平
３
・
11
）
の
『
藤

簍
冊
子
』「
月
の
前
」
の
本
文
と
対
比
す
る
と
、
傍
線
部
１
～
11
の
語
句
の
箇
所
、
ま
た
点
線
部
①
～
⑨
の
文
章
の
部
分
の
、
そ
れ
ぞ
れ

の
異
同
が
著
し
い
。

こ
れ
ら
の
異
同
の
要
因
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
当
時
の
他
の
文
献
に
お
け
る
「
月
の
前
」
本
文
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
す
る
こ
と
と
す

る
。
文
化
三
・
四
年
刊
本
以
外
で
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
本
文
と
し
て
は
、『
藤
簍
冊
子
』
の
活
字
翻
刻
で
あ
る

　
Ａ
宮
崎
三
昧
校
訂
『
藤
簍
冊
子
　
全
』（
東
京
日
吉
丸
書
房
、
明
42
・
４
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

　
Ｂ
永
井
一
孝
校
訂
　
有
朋
堂
文
庫
『
上
田
秋
成
集
』（
有
朋
堂
書
店
、
大
15
・
10
）

が
あ
る
。
明
治
期
の
Ａ
と
大
正
期
の
Ｂ
は
い
ず
れ
も
、
漢
字
等
の
用
字
が
多
少
改
変
さ
れ
て
は
い
る
が
、
基
本
的
に
文
化
三
・
四
年
刊

本
に
拠
っ
た
本
文
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
他
に
、
高
等
学
校
生
徒
用
参
考
書
（
い
ず
れ
も
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
）
で
あ
る

　
Ｃ
津
浪
古
充
計
『
近
世
文
の
解
釋
』（
文
理
書
院
、
大
15
・
11
）

　
Ｄ
光
風
館
編
輯
所
編
『
標
準
問
題
國
文
新
抄
』（
光
風
館
書
店
、
昭
４
・
３
）

　
Ｅ
松
井
簡
治
『
琴
後
集
・
泊
百
文
集
・
藤
簍
冊
子
　
抄
　
全
』（
三
省
堂
、
昭
９
・
６
）

に
、
本
文
の
部
分
的
な
抄
録
が
載
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
月
の
前
」
教
材
を
採
用
し
た
他
の
国
語
教
科
書
例

Ｆ
佐
藤
球
・
鹽
井
正
男
『
改
訂
高
等
女
學
讀
本
』
巻
十
「
一
九
　
西
行
法
師
　
そ
の
一
」「
二
〇
　
西
行
法
師
　
そ
の
二
」（
明
治

書
院
、
大
１
・
12
訂
正
発
行
、
大
５
・
１
改
訂
再
版
、
福
岡
教
育
大
学
図
書
館
蔵
）

　
Ｇ
藤
村
作
『
帝
國
新
國
文
』
巻
八
「
二
二
　
銀
の
猫
」（
帝
國
書
院
、
昭
８
・
１
、
架
蔵
）

の
本
文
を
参
照
で
き
る
。『
新
選
中
等
國
文
』
巻
九
「
銀
の
猫
」
本
文
の
傍
線
部
１
～
11
の
箇
所
が
、
文
化
三
・
四
年
刊
本
を
底
本
と
し

た
本
文
（『
上
田
秋
成
全
集
』
中
央
公
論
社
、
平
３
・
11
）
と
Ａ
～
Ｇ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
比
べ
て
み
る
と
、
以
下

⑨



7

国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

の
と
お
り
と
な
る
。

１
文
治
そ
れ
の
と
し
の
秋
／
Ａ
文
治
そ
れ
の
と
し
の
秋
／
Ｂ
文ぶ
ん
ぢ治
そ
れ
の
と
し
の
秋
／
Ｃ
文
治
そ
れ
の
と
し
の
秋
／
Ｄ
文
治
そ
れ
の

年
の
秋
　
／
Ｅ
文
治
そ
れ
の
と
し
の
秋
／
Ｆ
文
治
そ
れ
の
年
の
秋
／
Ｇ
文
治
そ
れ
の
年
の
秋
／

２
た
い
ま
つ
る
／
Ａ
た
い
ま
つ
る
／
Ｂ
奉
た
て
ま
つ

る
／
Ｄ
た
い
ま
つ
れ
る
／
Ｅ
奉
る
／
Ｆ
た
い
ま
つ
る
／
Ｇ
奉
る

３
け
い
め
い
し
て
／
Ａ
け
い
め
い
し
て
／
Ｂ
け
い
め
い
し
て
　
／
Ｅ
け
い
め
い
し
て
／
Ｆ
け
い
め
い
し
て
／
Ｇ
警
衛
し
て

４
お
と
ろ
き
ざ
ま
し
て
／
Ａ
お
ど
ろ
き
ざ
ま
し
て
／
Ｂ
驚お
ど
ろ

き
ざ
ま
し
て
／
Ｃ
驚
き
た
る
様
し
て
／
Ｄ
驚
き
た
る
様
し
て
／
Ｅ
驚
き
ざ

ま
し
て
　
／
Ｆ
驚
き
ざ
ま
し
て
／
　
Ｇ
驚
き
ざ
ま
し
て

５
我
あ
と
に
つ
き
て
来
た
れ
と
い
へ
と
て
／
Ａ
我
あ
と
に
つ
き
て
来
た
れ
と
い
へ
と
て
／
Ｂ
我わ

が
後あ
と

に
つ
き
て
来
た
れ
と
い
へ
と
て

／
Ｃ
わ
が
後
に
つ
き
て
参
れ
と
い
へ
」
と
て
／
Ｄ
わ
が
あ
と
に
つ
き
て
参
れ
と
い
へ
。」
と
て
　
／
Ｅ
わ
が
あ
と
に
つ
き
て
来
た

れ
。」
と
い
へ
。」
と
て
／
Ｆ
我
が
あ
と
に
つ
れ
て
来
れ
と
い
へ
」
と
て
　
／
Ｇ
わ
が
後
に
つ
き
て
来
れ
と
い
へ
。」
と
て

６
昔
は
は
こ
や
の
山
の
御
宮
づ
か
へ
せ
し
人
の
／
Ａ
昔
は
は
こ
や
の
山
の
御
宮
づ
か
へ
せ
し
人
の
／
Ｂ
昔む

か
し

は
藐は

こ

や
姑
射
の
山
の
御お

ん
み
や宮

づ

か
へ
せ
し
人
の
／
Ｅ
昔
は
藐
姑
射
の
山
の
御
宮
づ
か
へ
せ
し
人
の
／
Ｆ
昔
藐
姑
射
の
山
の
御
宮
仕
せ
し
人
、
／
Ｇ
昔
は
藐
姑
射
の

山
の
御
宮
仕
へ
せ
し
人
の

７
お
ぼ
し
し
み
て
／
Ａ
お
ぼ
し
し
み
て
／
Ｂ
思お
ぼ

し
し
み
て
／
Ｅ
お
ぼ
し
し
み
て
／
Ｆ
思
ひ
な
し
て
　
／
Ｇ
思
ひ
し
み
て

８
や
つ
し
た
れ
ど
／
Ａ
や
つ
し
た
れ
ど
／
Ｂ
や
つ
し
た
れ
ど
／
Ｅ
や
つ
し
た
れ
ど
／
Ｆ
や
つ
し
た
れ
ど
　
／
Ｇ
や
つ
し
た
れ
ど
　

９
哥
は
も
の
ゝ
ふ
の
／
Ａ
歌
は
も
の
ゝ
ふ
の
／
Ｂ
歌
は
武も
の
ゝ
ふ士
の
／
Ｅ
歌
は
も
の
ゝ
ふ
の
／
Ｆ
歌
は
武
士
の
　
／
Ｇ
歌
は
武
士
の

10
た
け
く
直
々
し
く
／
Ａ
た
け
く
直
々
し
く
／
Ｂ
た
け
く
直な
ほ
〳
〵々

し
く
／
Ｅ
た
け
く
直
々
し
く
／
Ｆ
猛
く
直
々
し
く
　
／
Ｇ
猛
く
直
々

し
く

11
さ
と
く
た
け
き
御
心
の
ま
ゝ
に
／
Ａ
さ
と
く
た
け
き
御
心
の
ま
ゝ
に
／
Ｂ
敏さ
と

く
た
け
き
御み
こ
ゝ
ろ心
の
ま
ゝ
に
／
Ｃ
（
な
し
）
／
Ｄ
（
な

し
）
／
Ｅ
さ
と
く
た
け
き
御
心
の
ま
ゝ
に
／
Ｆ
御
心
の
敏
く
た
け
き
ま
ゝ
に
／
Ｇ
さ
と
く
猛
き
御
心
の
ま
ゝ
に

こ
の
比
較
で
は
、
９
「
も
の
ゝ
ふ
」「
武
士
」
の
用
字
等
、
語
句
の
細
部
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
も
、
Ｆ
は
他
の
本
文
と
違
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い
、
５
「
つ
れ
て
来
れ
」、
７
「
思
ひ
な
し
て
」、
11
「
君
が
御
心
の
」
等
、『
新
選
中
等
国
文
』
と
共
通
す
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。

７
は
原
文
「
お
ぼ
し
し
み
て
」、
Ｇ
「
思
ひ
し
み
て
」
で
あ
る
。
２
「
奉
る
」、
６
「
藐は

こ

や
姑
射
」、
９
「
武も
の
ゝ
ふ士
」
な
ど
の
場
合
、
字
の
当
て

方
に
は
Ｂ
有
朋
堂
文
庫
の
本
文
の
用
字
と
ル
ビ
の
当
て
方
の
影
響
が
窺
え
る
が
、
表
記
の
異
な
る
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
と
い
え
る
。

先
の
検
討（
４
）で
は
、
例
え
ば
井
原
西
鶴
の
『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』「
蚤
の
籠
ぬ
け
」
の
場
合
、
全
五
巻
本
文
の
刊
行
が
明
治
期
当
初
は
進

ん
で
お
ら
ず
、
大
正
期
以
降
に
全
巻
本
文
刊
行
に
よ
る
翻
字
テ
キ
ス
ト
が
安
定
す
る
ま
で
翻
刻
の
諸
書
に
本
文
の
乱
れ
が
あ
っ
た
。
同

時
期
の
教
科
書
教
材
と
な
っ
た
本
文
と
原
文
と
の
差
異
の
大
き
さ
は
、
そ
の
状
況
の
影
響
に
よ
る
と
み
ら
れ
た
。
近
世
作
品
の
教
材
の

場
合
、
明
治
期
～
昭
和
初
期
に
お
け
る
作
品
の
「
本
文
テ
キ
ス
ト
の
再
発
見
と
確
定
途
上
の
過
程
」
の
状
況
が
、
作
品
ご
と
に
異
な
り
、

そ
の
こ
と
も
近
代
以
降
の
刊
行
本
文
の
異
同
に
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
「
月
の
前
」
は
、
教
科
書
及
び
他
の
翻
字
テ
キ

ス
ト
で
文
化
三
・
四
年
刊
本
を
底
本
と
す
る
本
文
が
ほ
ぼ
基
本
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

だ
が
原
文
と
翻
刻
と
の
共
通
点
と
比
べ
て
、『
新
選
中
等
國
文
』
及
び
Ｆ
Ｇ
の
各
社
教
科
書
の
本
文
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
さ
ら
な
る
語
句

の
異
同
が
あ
る
。
例
え
ば
11
「
と
く
た
け
き
」
で
は
「
さ
と
く
」
や
「
敏
く
」
と
異
な
る
意
味
が
発
生
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
「
銀
の

猫
」
本
文
の
①
～
⑨
の
文
章
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
以
下
に
『
上
田
秋
成
全
集
』
本
文
と
教
科
書
Ｆ
と
Ｇ
の
各
箇
所
を
示
し
、
比
べ
て

み
る
。

①
め
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
、
さ
と
き
御
ま
な
じ
り
に
見
と
ゞ
め
さ
せ
給
ひ
、
み
は
し
の
忌
垣
の
も
と
に
か
し
こ
ま
り
を
る
法
師
の
あ
る
が
、

Ｆ
め
さ
せ
給
ふ
ほ
ど
、
さ
と
き
御
ま
な
じ
り
に
見
留
め
さ
せ
給
ひ
、
御
階
の
忌
垣
の
も
と
に
か
し
こ
ま
り
を
る
法
師
の
あ
な
る
が

Ｇ
召
さ
せ
給
ふ
程
さ
と
き
御
眦
に
見
と
ゞ
め
さ
せ
給
ひ
、
御
階
の
忌
垣
の
許
に
畏
ま
り
居
る
法
師
の
あ
る
が
、

②
見
上
奉
つ
ら
つ
き
、
旅
に
飢
て
、
い
と
痩
黒
み
づ
き
た
る
に
、
衣
杖
笠
な
ど
も
か
た
ゐ
も
の
ゝ
さ
ま
し
た
る
が
、
め
を
偸
み
て
う

す
ゞ
ま
り
を
る
、
な
ほ
人
な
ら
ず

Ｆ
見
上
げ
奉
る
面
つ
き
、
旅
に
飢
ゑ
て
、
い
と
痩
せ
黒
み
づ
き
た
る
に
、
衣
・
杖
・
笠
な
ど
も
か
た
ゐ
も
の
の
様
し
た
る
が
、
目

を
偸
み
て
う
づ
く
ま
り
を
る
、
な
ほ
人
に
あ
ら
ず
と

Ｇ
見
上
げ
奉
る
面
つ
き
、
旅
に
飢
ゑ
て
、
い
と
痩
せ
黒
み
づ
き
た
る
に
、
衣
・
杖
・
笠
な
ど
も
乞
食
者
の
様
し
た
る
が
、
目
を
偸
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

み
て
う
す
ず
ま
り
を
る
、
な
ほ
人
な
ら
ず
や

③
お
ぼ
し
け
ん
、
あ
の
法
師
が
す
行
す
る
や
う
、
名
を
も
と
へ
と
お
ほ
せ
た
う
ぶ
、

　
Ｆ
お
ぼ
し
け
ん
、「
あ
の
法
師
が
修
行
す
る
や
う
、
名
を
も
問
へ
」
と
仰
せ
た
う
ぶ
。

　
Ｇ
思
し
け
ん
、「
あ
の
法
師
が
修
行
す
る
や
う
、
名
を
も
問
へ
。」
と
仰
せ
た
う
ぶ
。

④
若
ざ
む
ら
ひ
い
そ
ぎ
走
よ
り
て
、
有
が
た
く
御
目
た
ま
へ
り
、
い
づ
こ
よ
り
の
す
ぎ
や
う
ぞ
、
名
を
も
ま
う
せ
よ
と
云

　
Ｆ
若
侍
、
急
ぎ
走
り
よ
り
て
、「
あ
り
が
た
く
御
目
た
ま
へ
り
。
い
づ
く
よ
り
の
修
行
ぞ
、
名
を
も
申
せ
よ
」
と
い
ふ
。

　
Ｇ
若
侍
急
ぎ
は
し
り
寄
り
て
、
有
難
く
御
目
賜
へ
り
。
何
處
よ
り
の
修
行
ぞ
。
名
を
も
申
せ
よ
。」
と
い
ふ
。

⑤
照
し
か
ゝ
や
け
た
り
、
け
ふ
の
道
ゆ
き
づ
と
ゐ
て
こ
と
仰
た
う
ぶ
、
法
師
參
れ
と
て
、
お
ま
し
近
き
所
の
、
一
間
な
る
所
の

　
Ｆ
照
ら
し
赫
か
せ
給
ひ
て
、「
今
日
の
道
ゆ
き
づ
と
ゐ
て
參
れ
」
と
て
、
お
ま
し
近
き
所
の
一
間
な
る
簀
子
に

　
Ｇ
照
ら
し
か
ゝ
げ
た
り
。「
け
ふ
の
道
行
づ
と
將
て
こ
。」
と
仰
せ
た
う
ぶ
。「
法
師
ま
ゐ
れ
。」
と
て
、
御
座
近
き
一
間
な
る
所
の

⑥
聞
知
た
る
ぞ
、
文
字
の
数
だ
に
哥
と
の
み
思
ひ
し
も
、
か
う
指
む
か
ひ
て
は
、
も
の
ゝ
ふ
の
負
じ
心
も
あ
ら
ず
な
り
ぬ
る
ぞ
、
八

百
日
ゆ
く
浜
の
真
砂
の
中
に
は
玉
と
て
拾
ひ
治
め
た
ら
ん
を
、
か
た
り
て
聞
ゆ
べ
く
仰
た
う
ぶ
、
い
み
し
く
か
し
こ
ま
り
て
、
思

ひ
か
け
ず
、（
中
略
）
い
か
で
取
な
め
て
聞
ゆ
べ
き
、
あ
な
か
し
こ
し
と
申
す
、
打
ゑ
ま
せ
給
ひ
、
弓
と
り
し
人
の
、

Ｆ
聞
き
知
り
た
る
ぞ
。
文
字
の
数
だ
に
具
せ
ば
、
歌
と
の
み
思
ひ
し
も
、
か
う
さ
し
向
ひ
て
は
、
武
士
の
ま
け
じ
心
も
あ
ら
ず
な

り
ぬ
る
ぞ
。
八
百
日
行
く
濱
の
眞
沙
の
中
に
は
、
玉
と
て
拾
ひ
収
め
た
ら
ん
を
、
語
り
聞
ゆ
べ
し
」
と
仰
せ
た
う
ぶ
。
い
み
じ

う
畏
り
て
、
思
ひ
懸
け
ず
、（
本
文
あ
り
、
中
略
）
い
か
で
取
り
な
め
て
聞
ゆ
べ
き
。
あ
な
か
し
こ
」
と
申
す
。
打
ち
ゑ
ま
せ
給

ひ
て
、「
弓
と
る
人
の

Ｇ
聞
き
知
り
た
る
ぞ
。
八
百
日
ゆ
く
浜
の
眞
砂
の
な
か
に
は
、
玉
と
て
拾
ひ
収
め
た
ら
ん
を
、
語
り
て
聞
か
せ
よ
。」
と
仰
せ
た
う

ぶ
。
い
み
じ
く
畏
ま
り
て
、「
思
ひ
か
け
ず
（
本
文
あ
り
、
中
略
）
い
か
で
取
り
な
め
て
聞
ゆ
べ
き
。
あ
な
畏
し
。」
と
申
す
。

う
ち
笑
ま
せ
給
ひ
、「
弓
取
り
し
人
の
、

⑦
い
に
し
へ
の
代
〻
の
帝
は
、
馬
に
鞍
お
き
、
弓
矢
み
と
ら
し
て
、
軍
に
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
し
、
其
の
お
ほ
ん
を
よ
み
見
奉
れ
ば
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Ｆ
古
の
代
々
の
帝
は
、
馬
に
鞍
お
き
、
弓
矢
と
ら
し
て
軍
に
立
た
せ
給
ひ
し
。
其
の
御
歌
を
よ
み
見
奉
れ
ば
、

Ｇ
古
の
代
々
の
帝
は
、
馬
に
鞍
お
き
御
弓
矢
取
ら
し
て
御
軍
に
は
立
た
せ
給
ひ
し
。
そ
の
御
歌
を
讀
み
見
奉
れ
ば
、

⑧
君
が
さ
と
く
た
け
き
御
心
の
ま
ゝ
に
、
打
ま
ね
ば
せ
た
ま
は
ん
に
は
、
今
の
世
の
人
、
誰
か
は
立
あ
へ
奉
ら
ん

Ｆ
君
が
御
心
の
敏
く
た
け
き
ま
ゝ
に
、
う
ち
ま
ね
ば
せ
給
は
ん
に
は
、
今
の
世
の
人
、
誰
か
は
立
ち
あ
へ
奉
ら
ん
。

Ｇ
君
が
さ
と
く
猛
き
御
心
の
ま
ゝ
に
打
ち
ま
ね
ば
せ
給
は
ん
に
は
、
今
の
世
の
人
、
誰
か
は
並
び
あ
へ
奉
ら
ん
。

⑨
遊
ば
せ
給
ふ
な
ら
ず
や
、
玉
造
等
が
い
み
じ
き
を
す
り
み
が
き
、
染
殿
の
や
し
ほ
の
色
も
、
は
か
な
き
目
う
つ
り
ば
か
り
は
何
に

か
は
、
さ
れ
ど
谷
ふ
か
き
鶯
の
声
、
信
濃
路
出
る
荒
駒
の
あ
ゆ
み
、
い
つ
れ
の
道
、
何
の
わ
ざ
に
も
、
始
よ
り
す
ぐ
れ
た
ら
ん
は
、

鬼
に
こ
そ
侍
ら
め
と
云

Ｆ
遊
ば
せ
給
ふ
な
ら
ず
や
。
玉
造
ら
が
い
み
じ
き
を
磨
り
み
が
き
、
染
殿
の
八
汐
の
色
も
、
は
か
な
き
目
う
つ
り
ば
か
り
は
何
に

か
は
。
さ
れ
ど
、
谷
深
き
鶯
の
聲
、
信
濃
路
出
づ
る
荒
駒
の
歩
、
い
づ
れ
の
道
、
何
の
業
に
も
、
始
よ
り
勝
れ
た
ら
ん
は
。
鬼

に
こ
そ
侍
ら
め
」
と
云
ふ
。

Ｇ
遊
ば
せ
給
ふ
な
ら
ず
や
。
玉
造
等
が
い
み
じ
き
を
磨
り
み
が
き
た
る
も
、
染
殿
の
や
し
ほ
の
色
も
、
は
か
な
き
目
移
り
ば
か
り

は
何
に
か
は
。
さ
れ
ど
谷
深
き
鶯
の
聲
、
信
濃
路
出
づ
る
荒
駒
の
歩
み
、
い
づ
れ
の
道
、
い
づ
れ
の
業
に
も
、
初
め
よ
り
優
れ

た
ら
ん
は
か
た
く
こ
そ
侍
ら
め
。」
と
い
ふ
。

先
の
「
銀
の
猫
」
本
文
で
は
、
Ｆ
Ｇ
と
比
べ
て
も
原
文
が
相
当
に
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
頼
朝
が
館
で
西
行
を
招
く
⑤
の

略
し
方
や
⑨
「
御
心
の
」
等
、「
銀
の
猫
」
と
Ｆ
に
は
い
く
つ
か
共
通
点
が
み
ら
れ
る
が
、
③
④
の
若
侍
が
迎
え
に
向
か
う
言
葉
の
や
り

と
り
、
⑥
の
頼
朝
の
問
い
と
西
行
の
応
答
等
、
Ｆ
Ｇ
よ
り
も
「
銀
の
猫
」
の
略
し
方
の
度
合
い
が
大
き
い
。
さ
ら
に
、
④
「
若
侍
し
て

問
は
せ
給
ふ
」
や
⑦
「
そ
の
歌
を
よ
み
奉
れ
ば
」
の
よ
う
に
、
原
文
を
短
縮
し
た
箇
所
に
改
変
し
た
語
句
や
文
章
を
置
く
傾
向
が
「
銀

の
猫
」
の
本
文
に
み
ら
れ
る
。

Ｆ
と
Ｇ
は
⑥
「
聞
き
知
り
た
る
ぞ
」
以
下
の
部
分
の
省
略
や
、
⑨
「
か
た
く
こ
そ
侍
ら
め
」
等
、
そ
れ
ぞ
れ
原
文
と
異
な
る
改
変
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、『
新
選
中
等
國
文
』「
銀
の
猫
」
よ
り
も
原
文
の
部
分
を
多
く
残
し
て
い
る
。
Ｇ
②
「
目
を
偸
み
て
う
す
ず
ま
り
を
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

る
」
は
文
化
三
・
四
年
刊
本
の
原
文
通
り
で
あ
り
、『
藤
簍
冊
子
』
異
本
で
あ
る
大
東
急
本
（「
目
を
偸
み
て
見
上
奉
る
つ
ら
つ
き
」）
や

天
理
本
（「
目
を
ぬ
す
み
て
見
上
奉
る
ま
な
さ
し
」）
に
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る（
５
）。
①
「
畏
り
を
る
法
師
」
や
②
「
見
上
げ
奉
る

つ
ら
つ
き
…
」
以
下
の
本
文
か
ら
み
て
、「
銀
の
猫
」
と
Ｆ
Ｇ
の
い
ず
れ
も
、
本
文
は
基
本
的
に
文
化
三
・
四
年
刊
本
本
文
に
従
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。「
銀
の
猫
」
の
本
文
だ
け
が
大
東
急
本
や
天
理
本
等
の
『
藤
簍
冊
子
』
異
本
の
表
記
に
従
っ
た
た
め
に
異
同
が
発
生
し

た
、
と
は
考
え
に
く
い
。『
新
選
中
等
國
文
』「
銀
の
猫
」
の
後
半
部
に
は
、
以
下
の
⑩
の
よ
う
な
部
分
も
あ
る
。

⑩
か
の
き
ら
き
ら
し
き
物
を
與
へ
て
、
か
へ
り
見
も
せ
ず
立
ち
去
り
ぬ
。
童
が
主
な
る
人
、「
い
と
あ
や
し
。
大
将
殿
の
法
師
に
賜
は

せ
し
を
、
い
か
で
童
子
に
得
さ
せ
け
ん
。」

こ
の
箇
所
は
原
文
の
次
の
部
分
に
該
当
し
、
他
の
教
科
書
Ｆ
Ｇ
で
は
以
下
の
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

→
彼
き
ら
〳
〵
し
き
物
を
あ
た
へ
て
、
か
へ
り
見
も
せ
ず
立
去
ぬ
、
童
打
お
ど
ろ
き
、
こ
れ
見
給
へ
、
見
も
し
ら
ぬ
法
師
の
、
見
も

し
ら
ぬ
物
を
た
ま
ひ
つ
る
は
と
て
、
青
ざ
む
ら
ひ
に
見
す
れ
ば
、
目
口
を
は
た
け
、
か
く
た
ふ
た
き
ほ
う
も
つ
を
、
誰
か
は
得
さ

せ
ん
、
ぬ
す
み
や
し
つ
と
云
、
さ
ら
に
〳
〵
、
道
の
そ
ら
に
か
ゝ
る
も
の
や
は
有
べ
き
、
あ
な
お
そ
ろ
し
、
殿
に
奉
り
て
た
ま
へ

と
云
、
や
が
て
御
た
ち
に
も
て
参
り
、
つ
か
ふ
る
君
を
呼
出
、
し
か
〳
〵
の
事
と
な
ん
と
申
す
、
い
と
あ
や
し
、
大
将
ど
の
ゝ
法

師
に
た
ま
は
り
し
を
、
い
か
で
わ
ら
は
に
は
え
さ
せ
け
ん
（『
上
田
秋
成
全
集
』）

Ｆ
彼
の
き
ら
〳
〵
し
き
物
を
與
へ
て
、
か
へ
り
見
も
せ
ず
立
ち
去
り
ぬ
。
童
う
ち
驚
き
、「
こ
れ
見
給
へ
、
見
も
知
ら
ぬ
法
師
の
、

見
も
知
ら
ぬ
物
を
た
ま
ひ
つ
る
は
」
と
て
、
靑
侍
に
見
す
れ
ば
、
目
口
を
は
だ
け
、「
か
く
尊
き
寶
物
を
、
誰
か
は
得
さ
せ
ん
、

盗
み
や
し
つ
る
」
と
い
ふ
。「
更
に
更
に
道
の
そ
ら
に
か
ゝ
る
物
や
は
あ
る
べ
き
。
あ
な
お
そ
ろ
し
、
殿
に
奉
り
て
給
へ
」
と
い

ふ
。
や
が
て
御
館
に
も
て
参
り
、
仕
ふ
る
君
を
よ
び
出
て
、
し
か
〳
〵
の
事
と
な
ん
申
す
。「
い
と
あ
や
し
、
大
將
殿
の
法
師
に

賜
は
り
し
を
、
い
か
で
か
童
に
は
得
さ
せ
け
ん
。

Ｇ
か
の
き
ら
〳
〵
し
き
物
を
與
へ
て
、
顧
み
も
せ
ず
立
ち
ぬ
。
童
う
ち
お
ど
ろ
き
、「
こ
れ
見
た
ま
へ
、
見
も
知
ら
ぬ
法
師
の
、
見

も
知
ら
ぬ
も
の
た
ま
ひ
つ
る
は
。」
と
て
、
靑
侍
に
見
す
れ
ば
、
目
口
を
は
だ
け
、「
か
く
尊
き
宝
物
を
、
誰
か
は
得
さ
せ
ん
。

拾
ひ
や
し
つ
る
。」
と
い
ふ
。「
さ
ら
に
〳
〵
、
道
の
そ
ら
に
か
ゝ
る
も
の
や
は
あ
る
べ
き
。
あ
な
恐
ろ
し
、
殿
に
奉
り
て
た
ま
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へ
。」
と
い
ふ
。
や
が
て
御
館
に
も
て
ま
ゐ
り
、
仕
ふ
る
君
を
呼
び
出
で
、
し
か
〴
〵
の
こ
と
な
ん
と
申
す
。「
い
と
怪
し
。
大

將
殿
の
法
師
に
た
ま
ひ
し
を
い
か
で
童
に
得
さ
せ
け
ん
。

Ｆ
は
「
い
か
で
」
を
「
い
か
で
か
」、
Ｇ
は
「
立
去
ぬ
」
を
「
立
ち
ぬ
」、「
ぬ
す
み
や
し
つ
」
を
穏
便
な
「
拾
ひ
や
し
つ
る
」
に
変
え

て
い
る
が
、
共
に
原
文
を
省
略
せ
ず
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
新
選
中
等
國
文
』
の
「
銀
の
猫
」
本
文
は
、
原
文
や
当
時
の
翻
刻
書
、
さ
ら
に
別
の
国
語
教
科
書
と
の
比
較
か
ら
み

て
、
教
科
書
の
編
集
意
図
に
よ
る
本
文
の
改
変
部
分
が
比
較
的
大
き
い
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

大
正
～
昭
和
初
期
の
教
材
本
文
に
お
け
る
「
月
の
前
」
の
原
文
の
著
し
い
省
略
や
改
変
は
、
こ
の
『
新
選
中
等
國
文
』
巻
九
に
限
る

も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
中
學
國
文
教
科
書
』
巻
九
（
光
風
館
書
店
、
昭
13
・
２
）
の
教
科
書
指
導
書
『
中
學
國
文
教
科
書
　
教
授

備
考
　
修
正
再
版
用
　
巻
九
』（
光
風
館
書
店
、
昭
14
・
６
）
で
は
、「
今
本
課
に
省
略
さ
れ
た
原
文
の
う
ち
、
取
扱
上
參
考
と
な
る
べ

き
部
分
を
録
し
て
み
よ
う
。」
と
し
、
前
掲
の
⑥
と
⑩
に
相
当
す
る
箇
所
で
同
様
の
本
文
省
略
を
行
っ
た
こ
と
が
例
示
さ
れ
解
説
さ
れ
て

い
る
。

一
方
、
岩
波
編
輯
部
『
國
語
』
巻
十
（
昭
９
・
８
）
の
教
科
書
指
導
書
で
あ
る
『
國
語
　
學
習
指
導
の
研
究
　
巻
十
』（
岩
波
書
店
、

昭
12
・
２
）
や
同
改
訂
版
第
二
刷
（
昭
14
・
４
）
等
（
以
上
、
共
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
）
で
は
、
例
え
ば
⑥
に
相
当
す
る
部
分
に

「
文
字
の
數
だ
に
哥
と
の
み
思
ひ
し
も
」「
も
の
ゝ
ふ
の
負
じ
心
も
あ
ら
ず
な
り
ぬ
る
ぞ
」
の
語
注
が
み
ら
れ
、
本
文
を
省
略
せ
ず
に
原

文
ど
お
り
採
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
古
文
教
材
で
本
文
が
必
ず
し
も
一
律
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
各

社
教
科
書
に
よ
っ
て
改
変
の
度
合
の
異
な
る
本
文
例
が
認
め
ら
れ
る
。

二
、「
月
の
前
」
教
材
と
指
導
の
要
点
に
み
る
解
釈

西
鶴
作
品
の
例
で
も
、
各
社
の
教
科
書
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
へ
の
教
材
観
や
指
導
観
に
基
づ
い
た
本
文
の
改
変（
６
）が
み
ら
れ
た
。
で

は
、『
新
選
中
等
國
文
』「
銀
の
猫
」
の
よ
う
に
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」
の
作
品
本
文
を
用
い
な
が
ら
も
省
略
や
改
変
部
分
の
多
い
テ
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

キ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
観
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
で
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
原
文
の
①
「
さ
と
き
御
ま
な
じ
り
」
や
⑧
「
君
が
さ
と
く
た
け
き
御
心
の
ま
ゝ
に
」
等

の
箇
所
に
共
通
す
る
「
さ
と
し
（
聡
）」
と
い
う
頼
朝
の
形
容
、
あ
る
い
は
②
「
飢
て
、
い
と
痩
黒
み
づ
き
た
る
」「
か
た
ゐ
も
の
ゝ
さ

ま
し
た
る
」
と
い
う
西
行
の
形
容
が
、
こ
の
「
銀
の
猫
」
本
文
で
は
除
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
有
無
に
よ
っ
て
、
頼

朝
と
西
行
そ
れ
ぞ
れ
の
印
象
に
、
原
文
全
体
を
読
む
時
と
は
違
っ
た
「
意
味
の
発
生
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
る
。

前
掲
の
『
中
學
國
文
教
科
書
』
巻
九
の
指
導
書
『
中
學
國
文
教
科
書
　
教
授
備
考
　
修
正
再
版
用
　
巻
九
』（
光
風
館
書
店
、
昭
14
・

６
）
の
「
一
八
　
月
の
前
」
も
、
①
②
⑧
と
同
様
の
本
文
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
語
句
の
注
か
ら
窺
え
る
が
、
作
品
を
次
の
よ

う
に
解
説
す
る
（
傍
線
は
引
用
者
に
拠
る
）。

典
雅
で
氣
品
が
あ
り
、
恭
敬
で
し
か
も
彈
力
に
富
ん
だ
文
辭
の
裡
に
、
西
行
の
性
格
・
面
目
が
あ
ざ
や
か
に
描
か
れ
て
ゐ
る
。
叙

事
も
い
ゝ
が
、
頼
朝
と
の
會
話
が
巧
で
あ
る
。
會
話
の
う
ち
に
も
殊
に
西
行
の
詞
に
は
胸
が
す
く
や
う
な
思
が
す
る
。
そ
の
歌
道

に
つ
い
て
、
古
の
帝
王
を
例
に
し
て
進
言
す
る
と
こ
ろ
、
弓
馬
の
道
に
つ
い
て
、「
た
ゞ
一
言
の
忘
れ
が
た
き
は
云
々
」
と
答
へ
て

ゐ
る
と
こ
ろ
が
、
堂
々
と
し
て
痛
快
を
極
め
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
は
、
ど
こ
か
利
か
ぬ
氣
が
あ
り
、
又
多
少
皮
肉
な
處
の
あ
る
人
柄

も
想
は
れ
る
。
し
か
し
、
全
篇
の
山
は
、
大
將
殿
か
ら
贈
ら
れ
た
銀
猫
を
、
門
前
の
童
に
與
へ
て
立
ち
去
る
と
こ
ろ
に
在
る
こ
と

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
ゝ
に
は
、
そ
の
富
貴
・
權
勢
・
物
慾
を
眼
中
に
お
か
な
い
面
目
が
最
も
よ
く
窺
は
れ
る
。
こ
の
一
事
件

―
恐
ら
く
そ
の
時
は
西
行
の
意
に
介
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
こ
の
一
事
件
が
、
賴
朝
の
心
に
如
何
な
る
波
瀾
を
起
し
、
そ
の
賴

朝
の
心
中
の
波
瀾
が
、
ま
た
後
の
西
行
の
心
に
如
何
な
る
波
瀾
を
立
た
し
め
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
考
察
せ
し
め
る
の
が
、
本
課
の

主
要
な
一
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
尚
、
秋
成
の
小
説
家
と
し
て
、
は
た
國
語
学
者
と
し
て
の
位
置
を
も
知
ら
し
む
べ
き
で
あ

る
。（「
４
．
要
旨
」）

国
学
者
の
書
い
た
美
し
い
擬
古
文
と
し
て
の
秋
成
の
文
章
の
典
雅
さ
、
模
範
的
「
文
体
」
＝
「
文
範
」
に
対
す
る
態
度
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
会
話
の
展
開
の
巧
み
さ
を
指
摘
し
つ
つ
、「
西
行
の
性
格
・
面
目
が
あ
ざ
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
」
本
話
の
西
行
の
詞
を

「
胸
が
す
く
」「
痛
快
」
と
見
る
、
あ
る
い
は
、「
大
將
殿
か
ら
贈
ら
れ
た
銀
猫
を
、
門
前
の
童
に
與
へ
て
立
ち
去
る
」
西
行
の
反
権
勢
的
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な
姿
勢
を
賞
讃
す
る
見
方
が
、
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
頼
朝
の
「
さ
と
（
聡
）
き
」
形
容
や
、
西
行
の
「
か
た
ゐ
も
の
ゝ

さ
ま
」
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
本
文
に
お
い
て
は
、
西
行
の
批
判
的
な
言
説
で
あ
る

・
弦
ひ
き
一
つ
だ
に
心
に
留
め
し
こ
と
も
侍
ら
ず
。
た
だ
一
言
の
忘
れ
が
た
き
は
、『
賞
を
重
く
し
、
罰
を
軽
く
せ
よ
』
と
い
ひ
し

と
、『
任
ず
る
者
を
辱
む
れ
ば
危
し
。』
と
い
ひ
し
と
（
本
文
マ
マ
）の
あ
り
が
た
さ
よ
。

・
西
行
、
後
に
こ
の
こ
と
を
人
に
語
り
て
い
ふ
。「
右
府
は
ま
こ
と
に
ね
ぢ
け
た
る
君
な
り
。
口
に
蜜
し
給
へ
ど
、
心
に
は
針
の
お
は

す
る
ぞ
。

の
方
が
、
読
み
手
の
印
象
に
は
強
く
残
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
「
銀
の
猫
」
の
本
文
改
変
は
、
テ
キ
ス
ト
の
物
理
的
な
長
さ
の
編
集
上

の
調
整
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
気
骨
あ
る
西
行
に
よ
る
、
権
勢
者
頼
朝
へ
の
批
判
」
の
構
図
で
作
品
を
読
み
解
き
や
す
く
す
る
た
め
の

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
新
選
中
等
國
文
』「
銀
の
猫
」
本
文
や
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
に
は
、
刊
本
本
文
や
前
掲
の
Ａ
Ｂ
に
あ
る
本
文
末
尾
の
記
（「
此
話
、
服
子
遷
カ

所
レ

撰
、
大
東
世
語
徳
行
篇
ニ

出
焉
、
余
偶
読
レ

之
思
レ

之
、
釈
氏
捨
レ

家
一
身
無
住
、
而
ル
ヲ

況
ヤ

是
等
ノ

小
物
何
有
レ

所
レ

用
耶
、
然
レ
ハ

徳
行
ハ

過
当
耳
、
由
レ

是
今
戯
ニ

以
二

斯
言
ヲ一

演
レ

之
、
惟
恐
ク
ハ

損
二

害
セ
ン
コ
ト
ヲ

古
人
ヲ一

乎
」）、
す
な
わ
ち
服
部
南
郭
が
『
大
東
世
語
』
に
示
し
た
西
行

の
「
徳
行
」
賞
讃
を
「
過
当
耳
」
と
批
判
す
る
言
説
の
箇
所
が
、
載
っ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
を
除
い
た
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「（
西
行

の
）
富
貴
・
權
勢
・
物
慾
を
眼
中
に
お
か
な
い
面
目
」（『
教
授
備
考
』）
を
旨
と
す
る
解
説
は
、
ま
さ
し
く
「
徳
行
」
賞
讃
の
読
み
方
に

近
い
解
釈
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
『
中
學
國
文
教
科
書
　
教
授
備
考
』
の
例
の
よ
う
な
「
月
の
前
」
の
教
材
観
は
、「
西
行
に
よ
る
頼
朝
批
判
」
を
中
心
と
す
る
わ

か
り
や
す
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
西
行
像
を
「
偶
像
化
」
す
る
の
に
近
い
態
度
で
あ
る
よ
う
に
も
映
る
。「
和
文
の
機
能
が
い
か
に
歴
史

叙
述
に
生
か
さ
れ
た
か（
７
）」
を
問
う
今
日
の
秋
成
研
究
の
視
点
で
は
、「
皇
室
衰
微
の
原
因
と
な
っ
た
頼
朝
を
そ
の
た
め
に
憎
む
な
ど
い
う

ほ
ど
、
単
純
で
な
い
」「
好
意
を
寄
せ
て
い
な
い
が
、
馬
琴
の
ご
と
く
悪
人
に
描
い
た
り
は
し
な
い
。
批
評
を
批
評
と
し
て
作
品
化
し
た

と
こ
ろ
に
、
こ
の
歴
史
小
説
の
程
度
の
高
さ
と
、
優
秀
さ
が
認
め
ら
れ
る（
８
）」
と
す
る
見
方
や
、
あ
る
い
は
作
品
に
「
頼
朝
と
西
行
の
対

話
と
相
互
批
判
の
場
を
通
し
て
、
客
観
的
な
視
座
か
ら
世
俗
的
権
威
と
風
雅
精
神
と
の
対
立
を
描
く
」
構
想
を
見
、「
世
俗
の
西
行
偶
像
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

化
に
対
す
る
秋
成
の
批
判
意
識（
９
）」
を
も
読
み
取
る
、
と
い
っ
た
見
方
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
昭
和
初
期
の
「
月
の
前
」
教
材
の
解
釈
が
す
べ
て
単
純
な
「
西
行
の
徳
行
」
説
で
あ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
女

子
國
文
新
編
』
巻
七
「
一
二
　
銀
の
猫
」（
文
学
社
、
大
13
初
版
、
昭
10
・
９
三
版
）
の
指
導
書
、
垣
内
松
三
『
女
子
國
文
新
編
　
第
三

版
　
教
授
參
考
書
』（
文
學
社
、
昭
11
・
12
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
「
銀
の
猫
」
解
説
で
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。（

世
捨
人
の
捨
て
ら
れ
る
べ
き
あ
さ
ま
し
さ
ぞ
か
し
。）
あ
ま
り
に
超
然
と
世
を
離
れ
、
貶
ん
だ
や
う
な
、
非
實
生
活
的
態
度
は
却

つ
て
世
を
捨
て
る
よ
り
も
世
人
の
方
か
ら
見
離
さ
れ
貶
ま
れ
る
や
う
な
態
度
で
あ
る
、
と
賴
朝
ら
し
い
批
評
を
下
し
た
の
で
あ
る
。

併
し
こ
の
言
葉
は
仲
々
面
白
い
言
葉
で
、
作
者
は
勿
論
こ
ゝ
で
は
賴
朝
の
一
種
の
反
感
を
含
ん
だ
誤
解
の
語
と
し
て
用
ひ
て
ゐ
る

の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
又
一
般
に
無
暗
に
出
家
遁
世
し
て
そ
れ
を
衒
ふ
者
の
少
な
く
な
い
の
に
對
す
る
作
者
の
批
評
が
言
ひ
籠

め
ら
れ
て
ゐ
る
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。（「
４
．
句
意
」）

こ
れ
は
、
西
行
を
一
方
的
に
英
雄
化
し
た
読
み
方
で
は
な
い
。「
二
人
物
二
性
格
の
會
話
の
微
妙
な
呼
吸
」
に
着
目
さ
せ
つ
つ
、
逆
に
頼

朝
へ
の
皮
肉
を
言
う
西
行
に
滲
む
「
遁
世
者
」
の
「
僻
」
の
よ
う
な
要
素
を
も
読
み
取
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
秋
成
の
隠
逸
批
判
的
態

度
を
も
考
慮
し
た
「
西
行
の
心
境
と
、
こ
れ
に
頼
朝
の
「
家
を
出
で
、
な
ほ
才
に
誇
り
て
、
野
山
に
ま
じ
り
、
歌
詠
み
て
の
み
あ
る
は
、

世
捨
人
の
捨
て
ら
る
べ
き
あ
さ
ま
し
さ
ぞ
か
し
。」
と
も
對
比
さ
せ
、
現
代
的
批
判
も
加
へ
つ
ゝ
、
尚
か
ゝ
る
境
涯
の
内
面
に
於
け
る
貴

さ
を
思
は
せ
た
い
。」
と
い
う
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

当
時
、
斎
藤
清
衛
と
『
秋
成
抄
』（
星
野
書
店
、
昭
５
）
を
共
編
し
て
い
る
垣
内
松
三
は
、
こ
の
よ
う
な
読
み
の
方
法
に
つ
い
て
、
本

解
説
の
「
６
．
指
導
要
點
」（
以
下
、
傍
点
は
本
文
に
拠
る
）
で

た
ゞ
表
面
的
直
觀
で
は
殆
ど
説
話
の
朧
げ
な
記
憶
し
か
殘
ら
な
い
。
先
づ
自
由
に
反
覆
自
習

0

0

0

0

さ
せ
て
文
意

0

0

を
把
握
さ
せ
つ
つ
、
質0

問0

に
應
じ
て
語
句
の
讀
解

0

0

0

0

0

を
指
導
し
た
所
で
、
各
自
で
讀
み
取
つ
た
所
を
一
応
地
均
し
す
る
や
う
な
心
持
で
試
讀

0

0

さ
せ
、
範
讀

0

0

し

て
、
文
意

0

0

に
つ
き
問
答
す
る
。
但
し
こ
れ
だ
け
で
は
文
意
の
眞
底
ま
で
到
達
し
た
と
は
い
へ
な
い
。
作
品
と
い
ふ
も
の
は
一
本
の

直
線
で
は
な
い
、
圓
で
あ
る
。
否
、
そ
の
圓
の
重
り
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
そ
の
圓
の
中
心
は
位
置
と
深
さ
を
も
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
ゐ
る
。
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そ
の
深
さ
を
掘
る
に
は
、
全
体
的
に
把
握
し
た
文
意
を
再
び
擴
充
し
て
分
析

0

0

檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
反
省
判
斷
と
し
て

節
意

0

0

を
觀
る
。
併
し
事
實
は
（
本
文
マ
マ
）分
析
は
綜
合
の
裏
付
け
を
も
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
記
し
て
も
い
る
。
文
学
性
に
則
っ
た
多
角
的
な
「
圓
」
の
読
み
で
あ
り
、
垣
内
の
「
作
業
と
し
て
の
讀
む
と
い
う
點
」
の
指
導
に
沿
っ

た
教
材
の
扱
い
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
彼
の
解
説
は
、「
一
語
々
々
に
働
い
て
ゐ
る
文
の
統
一
的
生
命
が
如
何
に
把
握
せ
ら
れ
る
か
」

と
い
う
、
作
品
教
材
に
対
す
る
「
根
氣
よ
い
内
省
判
斷
の
結
果
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
解
読
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
す
る
。

・
何
で
も
な
い
こ
と
の
や
う
で
あ
る
が
、
最
初
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
西
行
の
歳
は
こ
の
時
、
七
十
歳
に
近
い
老
人
で
あ

つ
た
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
西
行
は
こ
ち
ら
の
方
で
前
記
の
年
齢
を
考
慮
し
つ
ゝ
讀
ま
な
い
と
、
却
つ
て
大
人
氣
な
く
、
且
つ
陰

性
の
賢
者
と
し
か
寫
ら
な
い
。
そ
の
應
對
ぶ
り
の
強
さ
、（
而
も
「
額
を
板
敷
に
擦
り
つ
け
て
申
」
し
た
り
「
三
度
お
し
い
た
ゞ
」

い
た
り
す
る
）
銀
の
猫
を
童
に
與
へ
去
つ
た
態
度
、
後
で
賴
朝
を
批
評
す
る
言
葉
の
辛
辣
さ
、
等
の
間
に
何
か
し
ら
矛
盾
と
厭
味

が
あ
る
。（「
二
、
指
導
研
究
」
４
．）

・
作
者
は
西
行
を
描
く
こ
と
に
充
分
成
功
し
て
ゐ
る
と
は
言
へ
な
い
。
唯
我
々
が
こ
ゝ
に
描
か
れ
た
所
を
、
七
十
歳
と
い
ふ
年
齢
で

包
ん
で
み
る
時
、
あ
る
調
和
を
得
て
は
来
る
が
。
狷
介
で
人
と
合
は
な
か
つ
た
と
い
ふ
秋
成
の
性
質
が
現
れ
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。（
前
同
）

・「
わ
が
あ
と
に
連
れ
て
来
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
召
し
連
れ
さ
せ

0

0

0

0

0

0

給
へ
り
。
に
不
遜
―
少
な
く
と
も
謙
遜
ら
し
い
片
影
も
な
い
。
鎌
倉
大
將
と
し

て
の
自
信
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。（
同
、
第
一
節
）

・
西
行
は
反
感
を
決
し
て
露
骨
に
出
し
て
は
行
か
な
い
。
が
氣
骨
が
な
い
の
で
は
な
く
爭
ひ
を
好
ま
な
い
、
好
ま
な
い
と
い
ふ
よ
り
、

爭
ふ
に
し
て
は
賢
明
す
ぎ
る
の
で
あ
り
、
心
も
練
れ
て
い
る
。（
略
）
賴
朝
が
秀
郷
の
遺
語
を
き
ゝ
た
い
と
い
ふ
の
も
思
ひ
つ
き
ら

し
い
。
西
行
は
又
裏
を
か
い
て
皮
肉
な
答
を
以
て
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
皮
肉
を
冷
た
い
皮
肉
と
と
つ
て
し
ま
つ
て
は
な
ら
な
い
や

う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
善
意
的
皮
肉
を
そ
の
ま
ゝ
相
手
に
受
取
つ
て
も
ら
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
板
敷
に
額
を
す
り
つ
け
た
の
も

さ
う
し
た
心
で
は
な
い
か
。（
同
、
第
二
節
）

・
賴
朝
は
（
略
）
飽
く
迄
自
我
流
の
人
物
で
、
後
に
西
行
が
銀
の
猫
を
捨
て
去
つ
て
も
、（
略
）
勝
手
に
共
鳴
し
て
い
る
。「
あ
れ
聞
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

き
給
へ
」
な
ど
も
得
意
に
喜
ん
で
ゐ
る
が
、
ま
る
で
西
行
の
眞
剣
な
話
な
ど
無
視
し
て
ゐ
る
。
賴
朝
ら
し
い
一
面
に
は
、
遠
慮
氣

の
な
い
と
も
い
へ
る
面
目
が
か
う
し
た
所
に
も
行
き
亙
つ
て
ゐ
る
。（
同
、
第
二
節
）

・「
…
…
歌
詠
み
て
の
み

0

0

あ
る
は
」
の
の
み

0

0

に
は
強
い
反
感
が
内
心
で
戰
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
表
は
れ
て
ゐ
る
。
二
つ
の
人
物
の
精
神
的

距
離
が
急
に
遠
く
な
つ
て
し
ま
ふ
。（
同
、
第
三
節
）

・
但
、「
た
ゞ

0

0

悲
し
む
べ
き
は
、
神
の
御
裔
の
云
々
」
と
賴
朝
か
ら
話
頭
を
轉
じ
さ
せ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
話
の
主
題
の
銀
の
猫
を
童

に
與
へ
た
、
賴
朝
を
本
心
に
は
殆
ど
認
め
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
態
度
と
照
應
さ
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
主
題
の
分
裂
で
は
な

い
。（
同
、
第
四
節
）

「
月
の
前
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
、
西
行
や
頼
朝
が
「
何
を
言
っ
た
か
」、
そ
の
台
詞
を
た
だ
現
代
語
訳
し
た
だ
け
で
は
歯
が
立
た
な

い
教
材
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
各
人
の
発
言
の
表
層
的
な
意
味
に
加
え
、
そ
の
慇
懃
無
礼
な
言
葉
や
態
度
と
内
容
と
の

「
違
和
感
」
を
つ
な
ぐ
「
含
意
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
た
ち
の
応
酬
と
そ
の
描
き
方
か
ら
そ
の
先
の
作
者
の
批
判
意
識
ま

で
、
受
容
者
の
視
点
か
ら
縦
横
に
想
像
力
を
働
か
せ
て
読
み
深
め
ら
れ
る
教
材
で
あ
り
、
垣
内
の
指
導
書
は
そ
の
「
味
讀
」
を
示
唆
し

て
も
い
た
。

垣
内
松
三
は
か
つ
て
大
正
期
に
、「
放
縦
」
な
「
近
世
文
学
」
を
文
学
と
認
め
る
べ
き
か
、「
中
等
教
育
で
こ
れ
を
果
す
る
に
は
如
何

に
す
れ
ば
よ
い
か
」（『
信
濃
教
育
』）
と
、
そ
の
国
語
教
材
化
に
疑
義
を
示
す
言
説
を
述
べ
て
も
い
た（
（1
（

。
だ
が
、
今
日
の
読
者
も
緻
密
な

読
解
が
要
求
さ
れ
る
「
月
の
前
」
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
、
昭
和
初
期
当
時
の
垣
内
は
そ
の
読
解
作
業
に
堪
え
う
る
文
学
作
品
と
し
て

国
語
教
材
に
採
用
し
、
そ
の
方
法
を
『
女
子
國
文
新
編
　
第
三
版
　
教
授
參
考
書
』
で
示
し
た
と
い
え
る
。

も
と
よ
り
近
世
中
期
以
降
の
国
学
者
の
「
雅
文
体
」「
擬
古
文
」
＝
平
安
文
法
に
倣
っ
た
文
体
を
も
つ
作
品
教
材
は
、
文
語
文
の
文
範

と
し
て
整
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
既
習
の
基
本
的
な
古
典
文
法
の
ル
ー
ル
で
生
徒
が
解
読
で
き
る
点
に
お
い
て
、
西
鶴
浮
世
草
子
の

よ
う
な
文
法
的
破
格
や
口
語
俗
語
の
多
い
文
章
よ
り
も
読
み
や
す
い
古
文
教
材
で
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
そ
の
題
材

の
時
代
的
背
景
が
鎌
倉
時
代
で
、
從
っ
て
こ
の
邉
の
諸
課
へ
素
材
的
に
密
接
な
關
聯
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。
併
し
作
者
は
飽
く
迄
德
川
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時
代
の
人
で
、
そ
の
作
品
の
結
構
に
非
凡
な
短
篇
小
説
家
と
し
て
の
腕
が
巧
み
に
揮
は
れ
て
ゐ
る
」（「
二
、
指
導
研
究
」
２
）
と
垣
内

が
指
摘
す
る
と
お
り
、
本
文
の
「
含
意
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
学
習
者
が
『
吾
妻
鏡
』『
源
平
盛
衰
記
』『
山
家

集
』
等
か
ら
源
頼
朝
と
西
行
法
師
の
対
立
関
係
や
歴
史
的
背
景
を
学
び
、
把
握
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
。

『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」
教
材
の
採
用
例
は
、
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
高
校
古
典
教
科
書
に
存
す
る
が
、
秋
成
作
品
の
古
典
教
材
採

用
が
『
雨
月
物
語
』
等
に
定
番
化
し
た
感
の
あ
る
平
成
の
今
日
の
国
語
教
科
書
に
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後

の
秋
成
作
品
研
究
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
垣
内
の
読
解
方
法
は
、
作
品
の
一
種
「
ひ
ね
く
れ
た
」
面
白
さ
に
読
者
を
導
く

も
の
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
読
解
の
「
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
」
奥
深
さ
や
、
教
材
を
め
ぐ
る
指
導
の
難
解
さ
を
も
呈
示
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）		

拙
稿
「
近
代
の
国
語
科
教
材
と
「
西
鶴
」
観
の
変
化
―
教
科
書
指
導
書
等
の
教
材
観
と
作
品
受
容
―
」（『
文
藝
と
思
想
』
80
、
平
28
・
２
）

（
２
）		

田
坂
文
穂
編
『
旧
制
中
等
教
育
　
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』（
教
科
書
教
育
セ
ン
タ
ー
、
昭
58
・
２
）、
早
稲
田
大
学
出
版
研
究
會
編
『
中
等
教
科
書

目
録
』（
昭
８
・
12
）

（
３
）		

木
越
治
「
藤
岡
作
太
郎
と
上
田
秋
成
・
序
説
」（『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』
43
、
平
23
・
１
）。「
読
む
　
明
治
国
語
教
科
書
に
学
ぶ
」（『
日
本
文
学
』
第

65
巻
第
３
号
、
平
28
・
３
）
参
照
。

（
４
）		

拙
稿
「
戦
前
の
国
語
教
科
書
と
西
鶴
浮
世
草
子
―
「
蚤
の
籠
ぬ
け
」
教
材
と
作
品
受
容
―
」（『
日
本
文
学
』
第
63
巻
第
１
号
、
平
26
・
１
）。
関
連

し
て
、
同
「
国
語
教
材
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
の
変
遷
と
本
文
受
容
」（『
文
藝
と
思
想
』
77
、
平
25
・
２
）、
宮
澤
照
恵
『『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』
の

研
究
』（
和
泉
書
院
、
平
27
・
３
）「
第
四
部
　
研
究
史
と
課
題
」
第
二
章
～
四
章
「
戦
前
の
研
究
史
」
参
照
。

（
５
）		『
上
田
秋
成
全
集
』
第
十
巻
（
中
央
公
論
社
、
平
３
・
11
）、「『
藤
簍
冊
子
』
異
文
の
資
料
と
考
証
」

（
６
）		

拙
稿
「
西
鶴
作
品
の
教
材
化
に
み
る
古
典
学
習
指
導
上
の
課
題
―
「
世
界
の
借
屋
大
将
」
の
例
を
中
心
に
―
」（『
文
藝
と
思
想
』
73
、
平
21
・
２
）

（
７
）		

飯
倉
洋
一
「
小
品
物
語
の
世
界
―
「
月
の
前
」「
剣
の
舞
」「
鴛
央
行
」「
背
振
翁
伝
」
な
ど
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
40
巻
第
７
号
、

平
７
・
６
）
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国
語
教
材
と
し
て
の
『
藤
簍
冊
子
』「
月
の
前
」

（
８
）		

中
村
幸
彦
編
『
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
　
第
二
十
四
巻
　
秋
成
』（
角
川
書
店
、
昭
44
・
４
第
八
版
。
昭
33
・
９
初
版
）

（
９
）		

勝
倉
壽
一
「「
月
の
前
」
の
構
想
」、『
上
田
秋
成
の
古
典
学
と
文
芸
に
関
す
る
研
究
』（
風
間
書
房
、
平
６
・
12
）
第
三
編
「
上
田
秋
成
の
文
芸
」
第
一

章
第
三
節

（
10
）		
拙
稿
「
戦
前
の
国
語
教
科
書
と
西
鶴
浮
世
草
子
」（『
日
本
文
学
』
63

－

１
、
平
26
・
１
）

な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
国
語
教
科
書
の
日
本
近
世
作
品
教
材
の
研
究
―
解
釈
受
容
と

教
育
の
展
開
の
分
析
」（
研
究
代
表
者
　
大
久
保
順
子
、
課
題
番
号16 K02412

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


